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相
談
室
へ
行
こ
う

無料・秘密厳守

F困った。! 。9」一1111み事やトフブJ しは、一人で考えていても
解決はままならないものです。「でも、一体だれに相談すれば…」　
「専門的な知識を档った方に相談したいけど…」そんなと
き、あなたの強～い味方となるのが区民相談室です。相談室で

は、区内在住・在勤の方々を対象に、日常生活における様々な
問題について、区職員による一般相談をはじめ、弁護士や税理
士などの専門家による各種相談を行っています。 もちろん、相

談は無料、秘密は厳守 します。
皆さんもぜひ、お気軽にご利用< ださい。

一

般

相

談

親
族
や
家
庭
内
の
諸
問
題
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
あ
る
い
は
遺

産
の
相
続
や
借
地
・
借
家
等
の

不
動
産
を
め
ぐ
る
作
利
関
係
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る

相
談
に
、
行
政
経
験
豊
か
な
区

職
員
か
ら
し
て
い
ま
す
。

平
成
3
年
度
は
、6
干
2
1
7件

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の

う
ち
問
い
合
わ
せ
や
案
内
程
度

の
簡
易
な
相
談
を
除
い
た
内
容

で
は
、相
続
が
第
1
卮
、続
い
て

借
地
・借
家
、金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、

家
庭
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
・
時
間

月
曜
日
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前

9
時
～
午
後
4
時
(
月
・
ぺ

曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所

本
庁
舎
〒
庄
)
―
階

区
民
相
談
室

交
通
事
故
相
談

2
千
6
1
3件I

区
内
で
の
昨

年
の
交
通
事
故
件
数
。

だ
れ
も
が
被
害
者
に
、
そ
し

て
加
舎
者
に
も
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
の
あ
る
交
通
事
故
I

。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

や
安
易
な
行
動
か
ら
、
事
故
は

一
瞬
に
し
て
起
き
て
し
ま
い
ま

す
。相

談
室
に
は
、
初
め
て
の
事

故
で
何
も
分
か
ら
な
く
て
飛
び

込
ん
で
く
る
方
か
ら
、
複
雑
に

こ
じ
れ
て
し
ま
っ
て
困
っ
て
い

る
方
ま
で
、
幅
広
く
様
々
な
問

題
を
抱
え
た
相
談
者
が
来
訪
し

ま
す
。
ま
た
、
区
内
の
交
通
状

況
か
ら
、
車
と
車
の
事
故
は
も

と
よ
り
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
事
故
の
相
談
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

も
し
皆
さ
ん
が
、
万
が
一
、

不
幸
に
し
て
事
故
に
遭
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は
起
こ
し
た
と
き

は
、
迷
わ
ず
に
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
室
で
は
、損
害
額
積
算
、

示
談
方
法
、
保
険
金
請
求
手
続

き
な
ど
交
通
事
故
に
か
か
わ
る

様
々
な
相
談
に
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。

相
談
日
・
時
間
月
曜
日
～
金
　

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
　

9
時
～
午
浚
4
時

場
所

本
庁
舎

早
住
)
―
聘

区
民
相
談
室

法

律

相

談

「
降
り
積
も
っ
た
雪
の
磴
さ

で
敷
地
内
の
木
の
枝
が
折
れ
、

隣
の
駐
車
場
の
車
に
損
傷
を
与

え
た
。
こ
の
場
合
の
賠
償
責
任

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」I

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
都
市
生

活
の
中
で
、
日
常
、
私
た
ち
が

直
面
す
る
問
題
も
多
方
面
に
わ

た
り
、
法
律
の
専
門
的
な
知
識

を
必
要
と
す
る
も
の
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
3
年
度
の
相
談
件
数
は

干
8
5
3件
。
借
地
・
借
家
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
が
相
談
項
目

の
ベ
ス
ト
3
で
す
。

相
談
室
で
は
、足
立
法
曹
会

の
協
力
を
靡
て
、会
同
で
あ
る

弁
護
士
が
専
門
的
な
皀
場
か
ら

の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
・
時
間
・
場
所
▽
木
　

庁
舎
(
予
洗
)
1
階
区
民
相
　

談
室
:
一
月
・
木
曜
日
、午
後
　

1
時
I
4
時
▽
巾
央
本
町
　
?

舎
2
0
2
会
議
室
・
:
第
2
・
4
　

水
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時

※
電
話
予
約
制
で
す
。

相
談
室
で
は
、こ
の
ほ
か
に

も
、
ド
表
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
平

什
)
・
広
聴
相
談
担
当
へ
。

あなたの相談に親身になってお答えします

こうなる前に …

あ なたの 相 談室 問合せ先 足立区役所本庁舎( 千住) 1 階区民相談室
所 在 地 千住1- 4- 18 　3882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがあり ましたら、お気軽にご利用く ださい( 無料・秘密厳守)

行 政 相 談

人権・身 の上相 談

行政相談委員
柴 瀧男さん

「
行
政
と
住
民
の
皆
さ

ん
と
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役

を
果
た
す
こ
と
I

そ
れ

が
私
た
ち
行
政
相
談
委
員

の
役
割
で
す

」と
柴
さ
ん

。

区
に
は
、
柴
さ
ん
を
含

め

、
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
1
0
人
の
行
政
相

談
委
昌
が
い
ま
す

。

一
。各
省
庁
、
公
社

、
公

湎
を
は
じ
め
と
す
る
役
所

に
対
し
て
の
意
見
、要
望

、

苦
情
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と

、
シ
ル

バ
ー

パ
ス
の

受
給
資
格
や

年
金
の
受
給

手

続

き

な

ど
、
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
ま

す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
か

ら
一言
え
ば
、

j
ろ
ず
相
談
屋
ご
と
で
も

呼
ぶ
べ
き
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。
私
た
ち
行
政
相
談

委
員
は
、
自
宅
で
も
電
話

や
手
紙
、
面
接
に
よ
り
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
」

人権擁護委員
小 泉 清 治さん

私
か
初
め
て
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
を
委

嘱
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
5
2

年
。
そ
の
当
時
と
比
較
す

る
と
、
社
会
情
勢
な
ど
の

変
化
と
相
ま
っ
て
、
人
権

に
対
す
る
意
識
も
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
う
し
た
時
代
の
う
ね
り

の
中
で
、
変
わ
ら
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
{

大
を
思
い
や
る
心
}
-

私
た
ち
が
人
檣
問
題
に
対

す
る
と
き
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。

昨
今
、
従
来
の
社
会
的

弱
者
に
対
す
る
問
題
に
加

え
、
外
国
人
問
題
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
係
わ
る
問
題

な
ど
新
た
な
人
権
問
題
も

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
解
决
の
い
と
ぐ
ち
は
、

や
は
り
巵

い
や
り
」
な

の
で
す
。

私
た
ち
1
2

人
の
人
権
擁

護
委
員
は
、

自
宅
で
も
電

話
や
手
紙
、

面
接
に
よ
り

相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

見たい 知りたい
語 り たい

区政モ二ター募集

足
立
区
を
よ
り
住
み
や
す

い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご

要
望
、
日
ご
ろ
愿
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
は

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

ぜ

ひ

、ご
応

募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕

事

▽
連
絡

会
議
等
へ
の

出
席
(
平
日

、

年
4

回

程

度
)

▽
ア

ン
ケ
ー
ト
ヘ

の
回
答
(
年

3
回
程
度
)
　

▽
施
設
兒
学

会
へ
の
参
加
(
年
―
回
程

啓

▽
区
政
全
般
に
つ

い
て
の
情
報
、
意
呎

要

望
等
の
提
出
(
随
時
)
　

▽
そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の

協
力

任
期
4

月
～
6
年
3
月

応
募
資
格
次
の
す
べ
て
の
　

条
件
を
満
た
す
屶
▽
平
　

成
5
年
4
月
1
日
現
在
で
　

満
2
0
歳
以
上
▽
足
立
区
　

に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
-
1
1
　

居
住
し
て
い
る
(
日
本
語

が
で
き
る
外
国
人
を
含

む
)

▽
都

内
の
地
方
公

共
団
体
の
職

員
で
な
い

募
集
人
数
5
0
　

人
謝
礼

▽
会
議

出
席
・・
i
回

3
千
円

▽

ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
・・
i
回

千
円

応
募
方
法
2

月
1
2日
ま
で

に
、
電
話
で
応
募
用
紙
を

請
求

応
募
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　

千
住
)
・
広
聴
相
談
担
当
　
?

3
8
8
2
)
1
1
　

1
㈹

葦
立
ち

去
る
1
月
1
5日
、
綾
瀬
の

武
道
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
、
足
立
区
で

成
人
に
な
っ
た
の
は
1
万
2

千
1
4人
、
輝
や
き
に
満
ち
た

青
年
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
若
者

は
、
夢
が
小
さ
く
な
っ
た
と

か
、
夢
を
も
た
な
く
な
っ
た

と
か
い
わ
れ
ま
す
。
不
自
由

の
な
い
豊
か
な
暮
ら
し
が
、

夢
を
も
ち
に
く
く
し
て
い
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。し
か
し
、

夢
を
も
た
な
か
っ
た
ら
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

旧
聞
に
な
り
ま
す
が
、
宇

宙
飛
行
上
の
毛
利
衛
さ
ん
は

小
学
生
の
こ
ろ
、
宇
宙
飛
行

士
に
あ
こ
が
れ
た
由
。N
A
S
A

の
募
集
記
事
を
兒
た
と

き
、
こ
の
か
す
か
な
蕚
に
灯

が
と
も
り
、
将
来
の
逎
に
決

心
が
つ
い
た
と
の
こ
と
で
し

た
。夢

が
必
要
な
の
は
区
政
も

同
じ
で
す
。
高
い
目
標
と
将

来
の
茆
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
、
毎
年
の
す
る
べ
き
仕
事

が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
新
拮

本
構
想
は
2
1世
紀
の
足
立
区

の
姿
を
描
い
た
も
の
。
今
年

は
、
こ
の
構
想
の
実
現
の
た

め
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で

す
。新

成
人
が
社
会
の
中
枢
と

し
て
活
躍
す
る
2
1世
紀
、
被

ら
が
住
み
続
け
て
良
か
っ
た

と
言
え
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区長

古性直
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所 得 税・住 民 税 の 申 告 は
正 しく　お 早 め に2月16日～3月15日

3
月
に
入
り
ま
す
と
、
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の

提
出
や
ご
相
談
は

お
早
め
に
。

所
得
税

所

得

税

の

確

定

申

告

が

必

要

な

人

①
平
成
4

年
巾
の

事
業
所
得
や

不
動
哉
所
吋
な
ど
各
抑
所
り

金
額
の
ぺ
I討

葡
か

、
拮
礎
控

除
や
状
畏
搾
除
な
ど
各
極
所

寿
控
殴
兜
i

計
額
よ
り
多
い

人
②
給
与
所
髟
が
あ
る
人
で
次
の

要
件
に
該
当
す
尖

▽
平
成
4

年
中
の
給
与

収
入

が

、一

千
遥
万
円
を
超
え
る

人
▽

給
与
以
外
に
2
0万
円
を
超
え

る
所
得
か
あ
る

入

▽

給
9
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
膏

▽
同
族
会
社
の

催
Q
や
そ
の
観

族
な
ど
で

、
そ
の
法
人
か
ら

給
り
以
外
に
不
動
産
の
使
用

料
な
ど
の
夊
弘
い
を
受
け
た

人
③
人
工
・
左
官
・
と
び
職
な
ど

で

、
仕
甲
先
か
一
定
し
て
い

な
い
人
や
所
町

税
を
源
泉
澂

収
さ
れ
て
い
な
い
人

④
土
地
や
建
物
等
を
譲
渡
し
た

人
※
買
い
換
え
の
特
例
な
戸
澎
戞

け

、
税
金
か
か
か
卮

い
場
合

で
も

巾
告
が
必
要
で
す

。

⑤
株
式
や
ゴ
ル
フ

会
貝
嘴
な
ど

を
譲
渡
し
て

、
当
初
の
購
入

価
格
よ
り
譲
渡
し
た
価
格
が

高
い
人

確
定
申
告
書
の

提

出

場

所

所

轄
の
税
務
拷
で
受
け
付
け

ま
す

。

▽
足
立
税
務
轡

▽
西
新
井
税
務
署

住
民
税

住
民
税
の
申
告

が
心
要
な
人

①
平
庇
4

年
中

に
所
得

が
あ

り

、
甲
成
5
年
―
刈
1
H

現

陛

、
足
立
区
内
に
住
ん
で
い

る
人

②
足
立
区
外

に
住
ん
で
い
て

も
、X

内
に
凖
秘
所
や
事
業

所

、
冢
吊
敷
が
あ
る
人

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
い
人

①
税
務
署
に
確
定
申
告
す
る
人

②
平
成
4

年
中
の
所
得
か
給
与

だ
け
で

、
玲
科
か
ら
庄
民
税

を
差
し
引
か
れ
て
い
る
人

③
平
成
4

年
中
に
所
a

の
な
か

っ
た
人

④
平
成
5

年
1
月
―
日
現
在

、

乍
活
扶
助
を
受
け
て
い
た
人

⑤
平
成
4

年
中
の
合
引
所
寿
か

(
控
除
対
象
配

偶
者
十
扶
養

親
族
+
1
)

×
割
万
円
卜
8

万
円
以
下
突

非
課
税
の
方
も

申
告
に
ご
協
力
を

申
告
の
必
要
か
な
い
③
1

⑤

に
該
当
す
る
人
で
も

、
非
課
税

ぼ
町
澎
の
発
行
や
国
民
年
金
・

国
民
健
吸
保
険
の
瑟
眤
貫
料
に

な
り
ま
す
の
で

、
申
告
粛
の
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

住
民
税
申
告
書

の
提
出
場
所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・
課

税
課
に
捉
出
し
て

く
だ
さ
い

。

郵

送
で
も
受
け

付
け
て
い
ま

す

。な
お

、
各
X
民
事
務
所
に
課

碗
藤
戰
貝
が
2
日
間
出
恨
し
て

受
け
付
け
ま
す

。
日
程
は

「
あ

だ
ち
広
報
」2
月
2
5
日
弓
に
掲

載
し
ま
す

。

所
得
控
除
欄
の

記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

前
年
中
の
所
心
金
額
が
3
5万

円
以

。卜
の

、
生
計
を
一
に
す
る

配
叫
者
ま
た
は

扶
養
親
族
を
町

し
て
い
る
戀

‥に
は

、
そ
の

状

況
に
心
じ
て

次
の
よ
I
フ
な
控
除

が
あ
り
ま
す

。

▽
配
偶
者
控
除

▽
一
般
の
扶
養
控
除

▽
老
人
扶
養
控
除

夭

正
1
2
年

1
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た

人
)

▽
特
定
扶
養
稠
族
の
扶
羨
控
除

(
昭
和
4
5
竿
1
月
2

日
か
ら

昭
和
5
2
年
1

月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
)

※
い
ず
れ
も

、
爭
蒿
専
従
者
と

な
っ
て
い
る
人
や

、
他
の
親
族

の
配
偶
寺
控
除

、
扶
畏
控
除
の

対
皈
に
な
っ
て

い
る
人
は
除
か

れ
ま

す
。

□
配
偶
者
特
別
控
除

申
舎
者
の
合
計
所
得
金
額
が
1

千
万
円
以
下
で

、
配
偶
者
が

次
の

燭
合
に
控
除
の
対

象
と
な

り
ま
す
。

▽
平
成
4

年
中
の
所
得
金
額
が

7
0万
円
未
満

▽

事
業
専
従
者
や

他
の
親
族
の

以
養
控
除
に
な
っ
て
い
な
い

□

社
会
保
険
料
控
除

平
成
4

年
中
に

支
払
っ
た
健

碩
保
険
料
・
厚

生
年
金
保
険
料
・

国
民
年
金
保
険
料
な
ど
で
す

。

□

生
命
保
険
料
控
除

申
告
者
や
申
告
者
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者

、
そ
の
他
の

観

族
を
受
取
人

と
す
る

も
の

で

、
平
成
4

年
中

に
支
払
っ
た

生
命
保
険
料

、
隔
易
保
険
料
な

ど
が
・
該
当
」
ま

す

。

ま
た

、
生
命
保
険

、
生
命
皿

済
お
よ
び
郵
便
年
金
契
約
の
う

ち

、
定
め
ら
れ
た
条
件
に
該
肖

す
る
個
人
年
金
契
約
に
つ
い
て

も

、
同
様
の
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す

。

□
損
害
保
険
料
控
除

申
告
者
や
申
告
者
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者

、
そ
の
他
の

親
庚
か
所
有
し
て

い
る
家
屋
・

家
町
等
、
ま
た
は
こ

れ
ら
の
人

の

身
体
に
傷
害
を
受
け
た
場
合

に

、
保
険
金
も
し

く
は
共
済
金

が
支
払
わ
れ
る
損
害
保
険
契
約

等
の
保
険
料
が
該
当
し
ま
す

。

□
障
害
者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳

、
愛
の
手

帳
を
お
持
ち
哭

、
寝
た
き
り

で
冊
に
複
雑
な
介
護
を
必
要
と

し
て
い
戈

が
該
当
し
ま
す

。

□
寡

婦
・
寡
夫
控
除

S
歳
以
卜
(
昭
和
3

年
1

月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
)
で

、

次
の
人
が
該
当
し
ま

す
。

寡
婦

夫
と
死
別

、
離
婚
の
場

合
で
扶
養
観
族
ま
た
は
合
計

所
得
3
5
万
円
以
下
の
子
の
あ

る
人

。
死
別
の
場
合
は
こ
の

被

扶
養
者
が
い

な
く
て
も

、

落
人
9

四
別
所
徊
か
涙
万
円

以
下
な
ら
該
当
し
ま
す

寡
婦
の
特
別
加
耳

扶
養
親
族

で
あ
る
子
が
あ
り

、
合
計
所

得
が
溺
万

円
以
下
の
雰
婦
の

場
台
は

、
控
除
額
が
加
算
さ

れ
ま
す

寡
夫

童
と
死
別
・
離
婚
の
塲

合
で
a

計
所
侭
3
5万
円
以
ド

の
子
が
あ
り

、
木
人
の
合
計

所
碍
か
涙
万

円
以
下
哭

□
老
年
者
控
除

6
5歳
以
上
(
昭
和
3

年
1

月
1

日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
)
で

、

合
計
所
得
が
1
千
万
円
以
下
の

人

。

※
合
計
所
醇
は

、
分
離
譲
渡
所

尠
が
あ
る
場
台

、
特
別
控
除
咄

り
ま
額
で
訂
算
し
ま
す

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告
(
還
付
申
告
)

次
の
よ
う
な
場
台
に
は
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
鮭
悦
が
還
付
さ

れ
る
場
ら
Eが
あ
り
ま
す
。
お
叭

め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
中

途
退
職
し
た
人

②
多
額
の
医
9

費
を
支
払
っ
た

人
(

平
成
4

年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
が
、
合
計
所
得
金

額
の
5
%

ま
た
は
1
0
万
円
の

い

ず
れ
か
少
な
い
額
を
超
え

る

渤
合
に
は
、
そ
の
超
え
る

部
分
の
金
額
か
医
9

賢
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。な
お

、

出

産
費
、
高
額
療
畏
費
な
ど

健
頃
保
険
等
で

哺
て
ん
さ
れ

た
金
額
は
医
9
費
か
ら
差
し

引
い
て
計
算
し
ま

す
)

③
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た

人
(

自
己
の
居
住
用
の
家
屋

を
ロ
ー
ン
で
新
築
・
購
入
・

増
改
築
し
た
場
合

、
所
定
の

要
件
を
満
た
せ

ば
庄
宅
取
得

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
前
住
居
を
充
却
し
た

巳

て
買
い
替
え
の
特
例
や

譲
渡
所
赳
の
課
税
の
特
例
を

受
け
た
場
向
、
ま
た
は
申
告

者
氷
人
の
所
寿
企
額
か
2

千

万
円
を
超
え
る
錫
合
に
は
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
)

④
盗
難
や
災
害
に
あ
っ
た
人

⑤
確
定
申
告
を
し
て
還
付
y
な

る

控
除
は
他

に
も
あ
り

ま

す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
あ
り
、

申
告
に
は
添
付

吉
類
か
必
要

で
す
。

く
わ
し
く
は
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
3
面
参
照
)

医
療
費
控
除
の
肩
付
申

告
は
、
区
役
所
中
央
畜
町

庁
合
・
課
税
課
で
も
、
3

月
1
5
日
ま
で

受
け
付
け
て

い
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
方
へ

消
費
税
の
申
告
と
納
税

は
正
し
く

お
早
め
に

課
祝
事
業
者
は

、
平
成
5

年
3

月
3
1
日
ま
で

に
平
成
4

年
分

の

屑

費
税
確
定
申
告
喬
」
を

作
硬
し
て
所
鷲
の
税
秘
懈
に
樋

出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

碗
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、「
消
費
税

確
定

申
告

鏘
」
に
は
閤
易
裂
税
用
と
一
催

用
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
2

年
中
の
課
税
充
上
高

か
4

億
円
以
下
の
課
税
亭
業

者
で
。税
秘
署
に
「
消
費
碗
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
醂
」

を
梔
出
し
て

い
る
方
は
、「
簡

易
露

税
刷

」を
旻
出
し
て

く

だ
さ
い
。

②
平
成
2

年
中
の
課
税
充
上
高

が
4
億
円
を
超
え
る
課
税
亭

笑
者
、
簡
易

課
税
制
度
を
選

択
し
な
い
課
税
弔
業
者
、
ま

た
は
遷
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
課
税
事
業
者
の
方
は
、「
一

股
用

」
を
旻
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
「
課
税
事
業
老
」と
は
、
次
の

方
を
い
い
ま
す
。

▽
平
成
2

年
中
(

基
準
關
間
)
　

の
課
税
売
上

高
が
3
千
万
円

を
超
え
る
弔
業
者

▽
平
戉
2

年
中
の

課
碗
売
上
高

が
3
千
万
円
以
下
の
串
業
者

で
、「
消
費
税
課
税
事
裏
者
選

呎
届
出
書
」
を
梶
出
し
た
鄂

業
者

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所

得

税

は

平

成
4

年

分

、
住

民

税

は

平
成
5
年
度
が
ら
の
主
な
改
正
点

所
得
税
に
つ
い
て

□
不
動
産
所
得
に
係
る
損
益
通

算
の
特
例
の
新
設

ぞ
成
4

年
分
以
榎
の
a

鄒
分

の
不
動
産
所
酊
金
額
の
計
算
上

生
じ
た

桐
失
金
額
の

う
ち
、
土

地
等
を
取
寿
す
る
た
め
に
。要
し

た
吶
哂
の
利
子
に
相
当
す
る
部

力
の
企

額
に
つ
い
て
は

、
剳
茲

通
算
の

対
象
と
い
な
い
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

□
青
色
申
告
特
別
控
除
制
度
の

新
設嘔

槊
所
得
ま
た
は
不
動
産
所

叫
旁
十
す
べ
き
事
業
を
営
む
I円

色
甲
片
七
で

一
定
の
要
什
を
満

た
す
方
は
、
聚
高
3
5万
円
の
控

除
を
予

る
こ
と
か
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
控
除
は
、
牢
既
5

年
分

(
平
成
6

年
3

月
甲

‥
)
以
吸

の
所
財
悦
に
つ
い
て

適
用
さ
れ

ま
寸な

お

、
3
5灯
川
の

符
川
控
除

の
適
用

を
そ
け
ら
れ
な
い
甬
色

申
詢
者
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
験

に
限
鳥
1
0万
円
の
特
別
控
除
を

受
け
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て

□
土
地

等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る

税
率
の

引
上
げ

咋
年
中
に
卜
わ
れ
た
I
譲
渡
か

ら
次
の

税
飛
が
湿
田

さ
れ
ま

す
。

現

行

▽
都
民

税
率
2
%

▽
特
別
区
民
税
率

課
税
譲
渡
。
所
得
金
額
か
4
千
　

万
円
以
下
の
祁
分
4
%
　

4
や
万
円
を
超
え
る
部
分

5
.
5
%

改

正

▽
乱
民
税
率
3
%

▽
特
別
区
民
税
率
6
%

□
特
定
市
街
化
区
域
農
地
等
を

譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所

得
に
係
る
税
率
の
引
上
げ

平
成
4

年
1

月
1
日
か
ら
平

呎
5

年
3
月
3
1日
ま
で
の
問
、

譲
渡
に
係
る
長
關
譲
陞
所
吋
に

つ
い
て
は
、
次
の
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

現

行

▽
都
民
税
率
2
%

▽
特
別
区
民
税
率

鳳
税
譲
渡
所
吋
金
和
か
4
千
　

万
円
以
F
の
部
分
4
%
　

1
千
万
円
を
超
え
る
部
分
　

5
%

改

正

▽
都
民
税
率
2
.
2
%

▽
特
別
区
民
税
率
5
.
8
%

※
こ
の
特
例
制
度
は
、
平
成
5

年
4
月
I

凵
を
も
っ
て
廃
庄
さ

れ
ま
す
。

□
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場

合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
軽

減
税
率
の
適
用
課
税
所
得
区
分

の
見
直
し

町
年
中
に
行
わ
れ
た
譲
渡
か

ら
次
の
所
心
区
分
か
適
川
さ
れ

ま

す
。

現

行

▽
都
民
税
率

課
税
譲
渡
所
得
金
額
が
4
千
　

万
円
以
F
の
部
分
1
.
3
%
　

4
で
万
円
を
超
え
る
部
分
　
1
.
6
%

▽
特
別
区
民
税
率

課
税
譲
渡
所
呀
金
額
か
4
T
　

万
円
以
下
の

部
分
2
.
7
%
　
4

千
万
円
を
超
え
る
部
分

3
.
4
%

改

正

▽
都
民
税
率

課
税
譲
渡
所
司
金
駁
が
6
千
　

万
円
以
下
の
部
分
1
.
3
%
　

6
千
万
円
を
超
え
る
部
分

1
.
6
%

▽
特
別
区
民
税
率

課
税
謡
渡
所
得
金
額
が
6
千
　

卜
円
以
下
の
部
分
2
.
7
%
　

6
千
万
円
を
超
え
る
部
分
　
3
.
4
%

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
の

方
は
、
給
与

支
払
報
占
当
を
、
給
り
の
支
払

を
受
け
て
い
る
力
か
1

月
1
日

現
在
居
住
し
て
い
る
区
市
町
村

長
に
あ
て
に
捉
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
凭

捏

出
鬩
限
は
2

月
1

日
で

す
。
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
こ
提
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
友
町
庁
舎
・

特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
1

退
職
者
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
か
退
職

し
ま
す
と

、
住
民

税
は
酋
通
徴

収
と
な
り
ま
す

。

こ
れ
は

、
従
来
給
与
か
ら
直

接
差
し
引
か
れ
て
い
た
住
民
税

か

、
退
職
に
よ
り
動
務
先
の

給

与
か
ら
差
し
引
く
こ
と
か
で
き

な
く
な
く
な
る
た
め
で
す

。
祠
U

黔
が
墮

笙

し
た
ら
納
め
忘

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

間
近
で
す

特
別
区
民

税
・
都
民
税
の
納
期
限

2
月
1

日
は

、
特
別
区
民
碗

。
都
民
税
第
4
网
分
の
吶
期
限

で

す
。
お
近
く
の
袒

牋

郵
便

片
な
ど
の
金
融
厩
関
や

、
ほ
役

所

、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で

納

め
て
く
だ
さ
い

。

ま
た

、
こ

れ
以
町
の
区
・
都

民

税
、
軽
自
動
眼
脱
の
吶
ぬ
忘

れ
か
あ
り
ま
し
た
ら
令
急
納
め

て
く
だ
さ
い

。

納
税
に
闃
す
る
町
問
か

あ
り

ま
し
た
ら

、こ

相
談
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・

住
民
税
の
共
同
説
明
会

表
1
の
日

程
で
説
明
会
を
行

い
ま
す

。

お
気
軽
に
最
寄
り
の
会
場
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

。

な
お

、
税
理
士
会
に
よ
る
無

料
相
談
も
沢
2
の
と
お
り
行
い

ま
す

。
会
わ
せ
て
ご
利
川
く
だ

さ
い

。

表1　所得税・個人事業税・区民税の共同説明会 表2　 税理士会による無料相談

※ 各会 場 へ の 自 動 車 で のご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さい 。

納税は 期限内 に
還付金は銀行払いで
確定申告に かかる所得税の納
期限は、申告期限と同じ3 月15
日です。
消費税の納期限は、申告期限
と月じ3 月31日です。
住民税の第1 期納期限は、6
月30日です。
期限までに納税を済ませてく
ださい。
なお、所得税・消費税の還付
金は、銀行等への振込払いをこ
利用ください。

東京駅近辺にお勤めの
サラリ ーマンの方へ

所得税の還付申告については、J R
東京駅日本橋口 の「広域還

付相談センター」でも相談に応
じ、申告書も受け付けます。

会 場: J R 東京駅日 本僑口
「 広域還付相談センタ ー」

受付期間: 2月1日～2月15日
( 土曜、日 曜、祝日を除<)

午前9時～午後5時

国 税 局 ・ 税 務 署

問い合わせ先

所 得 税
足 立 税 務 署　( 5616) 2722(綾瀬4- 14- 10)

西 新 井税 務署　( 3840) 1111(栗原3- 10- 16)
税務相談室足立分室　( 5616) 2733
(綾粛4- 14- 10　足立晩務署仮庁舎内)

住 民 税
区役所中央本町庁舎( 中央本町1- 17- 1)課 税 課　( 3880) 5081

足 立税務署・西新井税 務署には、駐 車場があり ませ

んので、車でのご来署はご遠虜ください。

暖房したら

換 気 を

忘 れ ず に

□
開
放
型
暖
房
器

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

に
は

、
燃
焼
排
気
ガ
ス
(

麗

酸
ガ
ス
)

を
直
接
案
内
に
放

出

す
る
開
放
型
と

、
室
外
に

放
山
す
る
需
閉
型
が
あ
り
ま

す

。
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
弍
暖

房

器
の
多
く
は

開
放
型
で

す

。

□

空
気
汚
染
の
実
験
か
ら
　

啼
め
切
っ
た

部
鬧
で
開
放

型
の
暖
房
器
を
使
弓
と

、
放

出

さ
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
窒
棄

酸
化
物
で
空
気
か
汚
れ
て
き

ま

す
。
便
い
始
め
て
4
0
分
を

過

ぎ
る
と

、
産
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

。

さ
ら
に

、
燃
焼
に
よ
り
酸

素
か
不
足
し
て
く
倉

、
不

完
全
然
吭
が
起
こ
り

、
一
酸

化
炭
素
中
両
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す

。

□
上
手
な
換
気
の
仕
方

燬
近
の

衄
物
は
サ
ッ
シ
な

ど
で
気
密
性
が
高
ま
り

、
す

き
間
呱
に
よ
る
自
然
換
気
呎

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

。

換
気
に
は

次
の
よ
一只

芯

に

注
意
し
ま
し
ょ
う

。

▽
1
時
間
に
I
～
2
回
。1
　

分
問
以
上
換
気
す
る

▽
換
気
扇

を
ま
わ
す
時
は

、

窓
な
ど
新
鮮
な
雇
I気
の
取

入
口
を
開
け
る

▽
暖
房
S
は

、
窒
内
の
9

気

を
汚
さ
な
い
タ
イ
プ
か
還

ぶ
よ
う
に
す
る

A
足
立
・
千
住
保
健
所
V

成
人
病
予
防
は

健
康
な
食
生
活
か
ら

成
人
詞
は
「
習
慣
詢
」と
も

い

わ
れ

、
生
活
の
仕
方
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す

。

嗣
っ
た
米
餐
の
と
り
方

、

不

規
川
な
皿
事

。運
動
不
足

、

睡
眠
不
足

、
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
笵
な
っ
て
成
人
病
の
誘
因

に
な
り
ま
す

。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
と
れ

た

食
生
活
は

、
成
人
柯
予
防

の

第
一
歩
で
す

。
沢
の
項
目

の

う
ち

、
あ
な
た
は
い
く
つ

当
て
は
ま
り
ま
す
か

。

▽
1
日
に
3
0
種
の
素
材
を
食

呎
に
と
り
入

れ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る

▽
1
食
に
土
食

、
主
菜

、
副

菜
を
そ
ろ
え
て
食
亊
を
し

て
い
る

▽
食
物
繊
維
(
野
菜

、
海
藻

愚

、
大
豆
製
品

、
き
の
こ

類
)

を
卜
分
と
っ
て
い
る

▽
薄
味
を
心
か

け
て
い
る

(
塩
分
―
日
1
0
9
以
ご

▽
動
物
僅
脂
肪
(

脂
必
の
多

い
肉
や

バ
タ
ー
専
)
を
ひ

か
え
て
い
る

▽
砂
駟
(
糖
分
)
を
と
り
世
ぎ

な
い
よ

う
注
意
し
て
い
る

当
て
は

き
り
な
か
っ
た
皿

口
が
食
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン

ト
で
す

。
十
分
に
世
意
し

、

成
人
病
を
予
防
し
て

く
だ
さ

し

1 日30食 品を 上 手 に と る た め のポ イント!

訂
正
と
お
わ
び

昨
年
1
2
月
に
送
付
し
ま
し

た

「
国
民
健
康
保
険
の
医
療

賢
に
つ
い
て

」
の
沓
面

、
が

ん
検
診
対
象
年
齢
か
誤
っ
て

い
ま
し
た

。

(
正
)

消
化
S

系
か
ん
は
3
5
　

歳
以
上

、
女
性
か
ん
は
3
0
　

歳
以
上

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

な
お

、
か
ん
検
診
に
つ
い

て

は

、
本
7

む

千
庄
)
・
保

窿
予
防
係
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
に
お
間
い
合
わ

す

逆

さ
い

。

A
国
艮
健
康
保
険
諌
・
健

康
管
理
課
V

保
健衛

生

ド
リ
ン
カ
ー
ズ

バ
イ
ブ
ル

酒
を
よ
き
友
に

酒

の
問
題
で

お

悩
み

の

方
、
泗
に
関
心
の
あ
る

方
に

ア
ル
コ

ー
ル
関
連
問
題
の
皿

門
医
か

、
豊
累
な
経
験
の
中

か
ら
お
酒
と
上
手
に
つ
き
合

う
コ
ツ
を
お
話
し
ま
す

。

日
時
1

月
2
7日
(
水
)
、
午

唆
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

東
和
セ
ン

タ
ー
第
4
　

会
農
室

講
師

高
鳴
和
己
氏
(

都
立

松
沢
軻
呪
医

師
)

麦
用

無
料

申
込
万
法

電

話

申
込
・
問
合
せ
先

呶
和
保

健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

思
春
期
の
心
と

か

ら

だ

思
心
朗
の
こ
ろ
の
子
供
た

ち
は

、
さ
さ
い
な
弔
で
ゅ

れ

ま
す

。
そ
れ
萱

今

る
大
人

と
し
て

、
い
か
に
あ
る
べ
き

か
共
に
学
ぴ
稾
せ
ん
か

。

日
時
2

月
1
日
(
月
)
、
午

後
2

時
～
4
吟

場
所

動
労
福
祉
会
館

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の

力
脯
師

北
村
鶴
夫
氏

目

本

家
族
計
画
協
会

、医
師
)

定
員

旧
人
(
先

嚮
顯
)

S
用

無
料

申
込
力
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保

健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

精
神
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

ス

ト

レ
ス

廿

会

と

い

わ

れ

る

現

代

、

誰
も

か

心

の

柯
に

な

る

可

能

性
瑟

り

ま

す

。

心

の

詞

気

を
理

解

し

、
屁

い

に

支

え

合
い

、
と

も

に

乍
き

て

い

く
こ

と

を

考

え

て
み

ま

せ

ん

か

。

日
時
l
-
月
2
7
日
、2
月
8
　

日

、

午
吸
1

時

洳

分
I
4
　

時
{
2

凵

制
}

碕

師
1

月
2
7

日
・・
・
熊
6

原

樹

氏
(

朿

亰

大

学

粫

神

科

医

師
)

、2

月
8

日
・・
・コ

ス

モ
ス
会
指
導
M

、
保
健
婦

定
貝
1
5

人
(
先
酋
順
)

費
用

無
料

申
込
万
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
1
0
0
1

フ
ァ
ミ
リ
ー
学

級
(
両
親
学
級
)

い
き
い
き
了

育
て
は
パ
パ

と
マ
マ

の
愛

情
と
協
力

か

ら

。
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
こ
の

機
会
に

、
夫
婦

で
育
児
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か

。

日
時
2

月
1
8
日
(
杰

、
午

優
1

時
3
0分
～
4

時

対
象

叨
め
て
妊
娠
し
た
力

と
パ
ー
ト
ナ
ー

内
容

了

ど
も
の
成
長
と
覡

の
役
割

、
忝
ち
ゃ
ん
の
お

ふ
ろ
(
実
疲
)

定
S
3
0

咀
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
力
法

電
謡

場
所
・

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

食
と
健
康
教
室

(
2
日

制
)

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
夸

考
え

た
食
生
活
は

、
成
人
詞
予
防

の
第
一
歩
で
す

。
ぽ
康
な
食

生
蛮

ぶ
葭

す
る
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
2

月
1
0
・
1
7曰

、
午

後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

足
立
保
健
所

内
容
1
日
目
-
-
・
や
さ
し
い
　

栄
養
の
知
識

、2
日
目
・・・

体
を
動
か
そ

う

定
員
3
0

人
{
先
芻
順
}

一
用

無
料

申
込
方
法

電
謡

申
込
・
問
合
せ
先

足
皿
保

鯉
所
(
栄
養
士
)

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ス
ト
ッ

プ
・

エ

イ

ズ

〝エ

イ
ズ
つ
て
ど
ん
な
綢

気
〟
〝ど
う
す
れ
ば
卜
防
で
き

る
〟
エ
イ
ズ
に
つ

い
て
の
正

し
い
理
解
を
深
め

、
疑
問
や

不
9

に
お
に
え
し
ま
す

。

日
時
2

月
5

口
(
舍

、
午

浚
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分

鳩
所

古
年
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
の

方
講
師

武
田
敏
氏
(
千
葉
大

学
教
授
)

定
員

㈲
人
(
先
譱
順
)

賀
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保

健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
月
の

献

血

日
程
・

時
間

卜
喪
の
と
お
り

問
合
せ
先

綛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン

タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、
水
庁
舎
(
千
庄
)

・
保
健
予
防
係
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

2 月の献血日程表

※ 受付時間はいずれも午前10時～11時30分、

午後12時30分～3時30分です。
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ときめき
しっかり応援

毎日を笑顔で過ごしたい、そしてそこにときめきを感じられたらもっと幸
せ。「ときめき ゆとり 水辺のまち 足立」は、まちづくりの合言葉。何か

が変わり、何かが生まれる。私たちはあなたの暮らしを応援し ます。

住
み
な
れ
た
ま
ち
で
い
つ
ま
で
も

80歳 にな るおばが 区

内 の 借家 に
一

人 暮 らし を

し ています 。子供は
無 く

、私が週
に 1 度ほど様

子 を

見 に 行 つ て いま す

。現在のと
ころ 、生活に

支 障 の な い 程 度 の家 事

は こ なし て い ます が 、

家主 か
ら は 立 ち 退 きをせ

まられ 、不安 な 日 々を過

ごし ています

高
齢
者
が

、
住
み

な
れ
た
地

域
で

、
家
族
や
々
人

、
知
人
に

川
ま
れ
た

生
活
か
送
れ
る

よ

う
ぼ

で
は

、癌

祉
船
台
計
回

」

に
圦
づ
き

、
高
船
者
集
拘
忙
七

の
整
尚
を
進
め

て
い
ま
す

。

そ
の
一
つ

に

『
シ
ル
バ
ー
ピ

ア

怎

り
ま

す
。
X

が
K

間

の
災
乙い
吐
宅
を

楝
ご
と
借
7

げ
、
皿
宅
に
因

っ
て
い
る
一
人

拜
ら
し
の
高
鵬

者
に
お

貸
し
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
第
1

帰
と

な
る
「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

東
綾
瀬
」
か
来
月

、
東

綾
瀬
二
丁
目
に
完
成
し

ま
す
(

募
柔
は
昨
年
終

了
)
。

室
内
は

、
段
差
を
無

く
し

、
手
す
ひ
や
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
毛

設
M

。
女
煢
性
や
安
否
確
認
へ

の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す

。

区
で
は

、
こ
の

。シ
ル
バ
ー

ピ
ア
一
と
と
も
に

、
公
営
皿

宅

の
建
て
替
え
に
忿
わ
せ
、
高
齢

名
卜
宅
を
整
而
し
て
い
く
「ジ

ル

パ
ー
ハ
ウ
ージ
ン
グ

」
も
計
画

し
て
い
ま
寸

ま
た
、
取
り

壊
し
に
よ
る
立

ち

退
き
を
泊
ら

れ
て

い
る

方

に
、
民
間
賃
に
沛
宅
の
あ
っ
せ

ん
や
、
転
居
吸
の
冢
a

ぶ
額
助

晩
等
の
事
業
も

卜
っ
て
い

ま

寸

お
も
い
や
り
と
優
し
さ

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り

昨 年 か ら 勤
め 先 が

週休
2 日 にな り

、

自

由に使
え る時

間 が 増

え ま し
た

。以 前 から
福祉 の問

題 に
関 心 が あり

、

ぜ

ひ この時
間 を 社 会 に

役 立
つ

こ と に 使
い た

い と 思 い ます

。でも

、

い ざ 実
行 と

な る と

、

今 ま
で に ボ

ラ ン テ

ィ

ア 活動を
や

っ た こ とも な く

、

困

っ て し ま い
ま す

。

地
域

福
祉
の
充
実
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
う

役
割
は
、
と
て
も
大
忝
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
励
の
育
成
、
援
助
を

行
う
た
め
に
、
社
会
福

祉
協
m

の
事
業
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
の
拠

点
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
進
め
、
ネ
ッ
卜

ワ

ー
ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
、
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み
に
ポ

ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
大
変
好
評
で
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
科
る
も
の
が
多
い

の
は
、
私
の
方
だ
っ
た
」
と
い

う
声
が
寄
せ
穴

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
一

人
ひ
と
り
の

〝お
も
い
や
り
と

優
し
さ
〟

か
ら
出
発
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
た
い
力
は
、
お
問
い

合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

地
域
福
祉
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

暮
ら
し
の
便
利
を
結
び
ま
す

鉄

道
・
新

交

通
の
整

備

近 所 に ス
ー パ

ー や コ ン

ビ
ニ

な ど が 増 え

、

日 常 の

生 活は大
変 便利にな

り ま

した

。し か
し
、

通勤や買い
物

で 都
心 に出る とな る と

、
バ ス を 利 用 し

て 千 住 か

、
東武線

の 駅に 向か わ な け

れ ば な らず

、

大 変時
間 が

か か り ま す

。足 立区 に も

、

鉄道 新線

の 計 画が
あ る と 聞 い

てい

ます

。

一 日 も 早い実
現 を

お願
い し ま す

。

足
立
区
の
東
部
と
西
部
を
、

そ
れ
ぞ
れ
南
北
に
走
る
予
定
の

常
磐
断
線
と
日
暮
甼

舎
人
線
。

区
で
は

、
こ
の
鉄
避
と

新
交

通
シ
ス
テ
ム
の
建
設
促
進
や
、

地
下

鉄
8
号
線
の
延

伸
を
は
じ

め
と

す
る
新
し
い
交
通
路
線
の

誘
致
を
進
め
て
い
ま

す
。

常
磐
新
線
は
。
秋
葉
原
か
ら

北
千
住
を
通
り
、
筑
波
研
究
学

園
都
市
ま
で
を
結
ぶ
ル

ー
ト
を

予
定

。
闘
業
目
嚀
は

、
平
成
1
2

年
で

す

。
区
内
に
は

。
北
千
住

駅

、
胃
井
駅

、
六
町
駅
(
い
ず

れ
も
仮
称
)
の
3

駅
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す

。

日
暮
里
・
舎
人
線
は

、
足
立

区
の
西
部
、
舎
人
地
区
か
ら
放

射
H

号
線
夲
莉
用
し
て
J
R

日

暮
里
駅
ま
で
の
約
1
0
幼
を

、
新

交
通
シ
ス
テ
ム
か
結
ぴ
ま
す

。

閧
業
目
嬋
は
平
成
1
1
气

区
内

に
は

、9
ヵ
所
の
駅
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
区
民
の
利
用
も
多
い
J
R

亀
有
駅
に

、
地
下
鉄
8
号

線
を
接
続
す
る
計
画
が
進
行

巾

で
す
が

、
こ

れ
を
区
内
へ
延
伸

す
る
よ

う
要
望
し
て

い
き
ま

す

。
さ
ら
に

、
竹
ノ
塚
～
池
袋

闃
の

路
線
や

、
千
代
田
線
の
北

峻
瀬
以
北
へ
の
延
伸
を
倹
討
・

要
夕
し
て
い
き
ま
す

。

こ
の
ほ
か

、
雌
状
7
号
線
な

ど
の
郡

巾
計
圃

適
路
を
利
明

し

、鉄
迺

、新
交
通
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
よ
り
て
東
西
に
結
ぷ
路
楾

つ
く
り
も
進
め
て
い

き
ま
す

。

常磐新線の車両イメージ図

日
暮
里
・
舎
人
線
駅
イ
メ
ー
ジ
図

気
軽
に
、し
っ
か
り
生
涯
学
習

い つ も明 る く 前向 き に

、

お酒も た
ば こ も縁 はな く

、

身 体 は 健康

、
家庭は 円 満

。

何不自 由 な く

暮
ら し てい る

け
ど

、
何 か

が足 り ない

。

子育 て と家 事 に 追 わ れ

、

何 一

つ 趣 味や 特技の な い
自

分に 気がつ き
ま し た

。

これ
か ら の人 生

、
何か

夢中にな
れるもの を 見

つけ て
暮ら し

てい きた い
と思 い ます

。

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も

」
学
べ
る

乍
涯
学
習

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
く
9

区
で
は
、
フ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ

I

、
哇
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
咆

雇
つ
く
り
や
喋
々
な
教
令
・
講

皿

を
閾
催
。
学
校
教
育
の
允
実

と
と
も
に
、
1

汀
幸
習
体
制
の

整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

2
月
に
は
、
聊
教
育
振
興
公

扛
を
設
立
予
定
、
学
咬
・
地
霞

・
関
連
教
介
吸
関
と
の
連
携
を

図
と

が
ら
、
新
た
な
学
円
の

機
会
や
哢
報
の

艇
賎
な
ど
、
生

汗
夕
肖
の
屶

合
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
日
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
耳
学
習
セ
ン
タ
ー

と
放
送
大
学

、
新
巾
火
図
揶
皿

を
俳
設
し
た

、(
仮
称
)
生
涯
学

桝
付
忿
植
設
の

建
設
も
延
め
て

い
き
ま
す
I
正

成
口
吟
は
孚
成

9
年
度
で

そ
し
て

、一

月
に
は
い
よ
い

よ

、
放
送
人
学
第
三
学
円
セ
ン

タ
ー
が
綾
噸
に
開
校
す
る
と
と

も
に
、
5
月
に
は
乍
邵

学
習
配

が
閧
碍

咀
立
の
生
涯

乍
習
体

制
か
I

屈
允
実
し
ま
す
。

生
旺
学
習
は
、
自
分
に
自
っ

た
力
法
、
手
段
、
目
憮
を
兒
つ

け
て
、
口

ら
選
ん
で
学
桝
す
る

こ
と
で
す
。
音
奕
や
天
術
、
ス

ポ
ー
ツ

。
語
乍

、
科
理
。な
ど

、

自
分
に
合

う
た

星

き
か
い

を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い

。

太極拳でいきいきと( 「学会」の皆さん)

再
開
発
で
住
み
よ
い
ま
ち
に

古
い
巾
函
旭
な
ど
二

心
路
が

笳
く

、
恥
迺
冢
甲
か
密
集
し

、

環
境
や
防
災
而
で
下
喰
が
あ
る

ま
ち
を

、
安
千
で
住
み
よ
い
ま

ち
に
疣
え
て
い
く
の
か
心
間
発

て
す

。

再
間
発
に
は

、
巾
街
旭
両

闃

発
亊
吏

、土
地
区
Ⅲ
整
理
事
業

、

コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
什
環
境
整
備
事

气

噸
良
両
開
発
建
築
蛎

整
偽

促
叱
嘔
業
な
ど
い
ろ
い
う
な
方

法
鴬

り
ま
す
か

、こ
こ
で
は

、

市
街
地

。再
開
兄
廖
業
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す

。

巾
街
地
再
開
発
亊
業
は
、柵

分
匕
さ
れ
た
宅
地
を
整
理
し

て
、高
度
利
田
を
回
り
、耐
火

建
築
吻
一
川
開
発
ビ
ル
)
を
建

て
ま
す
ご
J
の
心
電
利
川
に
よ

り

、
ま
わ
り
に
で
き
た
空
闢
に

匹
場
や
道
路
な
ど
を
移
嘶
し

、

ま
ち
の
晒
性
化
を
M

る
と
と
も

に
地
震
や
火
災
に
も
強
い
ま
ち

に
し
て
い

き
ま
す

。

区
で
は

、
北
千
庄
・
竹
ノ
畷

・
西
新
拌
・
五
Q

野
・
綾
噸
の
5
r

周
辺
地
区
を
両
闃
発
の
拠

肖
と
し
て

、
市
街
地
再
開
発
澎

琴
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

再
聞
発

を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は

、
旭
瓦
か
ら
の
発
低

を
宍

切
に
し

、
上
地
所
打
お
と

借
地

哢
名
が
組
昌
日
と
な
っ
て

ヱ
…

劭
地
再
聞

兄
岨
臼

を
つ
く
り
、

組
今
が
工

体
と
な
っ
て

箏
笑
を

泯
め
て

い
く
の

が

。一殴
的
で

す
よ
忌

、
乎
昊
を
円
溺
に

推
進

す
る
た
め

、
第
3

セ
ク
タ
ー
の

「
足
立
巾
衝
鴆
聞
発
株
式
会
廿
」

か
汲
立
さ

れ
、
り
政
と
と

も
に

岨
自
活

動
を
支

援
し
て

い
ま

す
。

安 全 で 住 み よ い ま ち に

私は常 々

、
足 立 区のイ メ ー

ジ ア ッ
プ を図 っていか なけ ればなら な

いと思 っ ています
。

若い 人が住 み た い と感 じ

、
また 下町 の

良 さも 残し てい きた い

。
まち の活 性 化に は再 開発が有効だ と聞い て い ます

。
ど ん な も の か 教 えてく だ
さ い

。

活
気
、に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

最 近

、
区 内 に オシ ャレなお店が 目 に 付き ま す

。
商店

街 の 通路や 街路灯 も

、
個性的 な デザ イ ン で 整

備

され

。

足立 の ま ちも変 わ

っ

た な あ
と感 じ ます

。
ま た

、

昔ながらの 下 町 の 雰囲 気
が残 る 商店街も

、
活気 が あ り

、

人 情味にあ ふ れ

、
な ん とな く 気 分を ホ ッ と さ せ て く

れま す。〝足 立 ら し さ

〟
を生かし た ま

ち
づ く

り をお 願 い し ます

。

に
ぎ
や
か
な
活
力
あ
る
ま
ち

つ
く
O
を
4

め
る
た
め
に
は
、

ま
ち
に
魅
力
あ
る
池
亭
や
産
業

か
な
く
て

は
な
り
ま
せ

ん
。
X

内
嵯
蒭
の
支
媛

・
自
成
が
ま

ち
の
爪
性

化
の
カ
ギ
を
に
ぎ
っ
て

い
ま
す
。

区
で
は
、
商
店
衝
遜

路
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
や

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
作
戦
な

ど
の
甲
業
を
行
い
、
個

吽
と
魅
り
あ
る
頡
否
街

つ
く
り
を
支
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
5

月
に
は
、
区

と
商
店
街
等
が
出
資
し
て
第
3

セ
ク
タ
ー
㈱
足
立

都
巾
活
什
化

セ
ン

タ
ー
を
汲

叱

穗
行
畄
活

叶
化

計
剛
の
作

呪
や

パ
ソ
コ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ

る
産
業
哂

報
の
収
簗
・
発

陷

、
商
店
畄
駐

小
塒
の
運
片
な

ど

、
民
間
企
業

な
ら
で
は
の
産

業
支
援
策
を
吁

う
て

い
ま
す

。

にぎわう商店街。ショッピングも楽しくなります

こんにちは。私、区役薦の新人韆s 、役所
丸ひろ子です。昨年は、区胴60同年を巳念し
て、枷4 なイベ冫1 が行われ、新しいミ も
裏々オープン。足立のまちは、x 気にあふれ
ていましt 。そして

今年は 、さらなる飛躍を
挧した、チャレンジの年。魯も心憂新たに、
仕事に取り匏んでいきt いと思います。とこ
ろで、皆さんは区がど九な仕事をしているか
ご狎倔ですか。福征や保瞎衛生、8 育、まち
づくりなど、様々な分町で区民の皆さんとか
かわりの浬い仕事をしています。
今回の竹t では、こうした区の仕事を、区
屁の皆さんから窗せられた質同や声をもと
に、それに答える 渺で、私、役所文ひろ子が
区の仕事をpR さ せていただきます。だれも
が健康で安心して住みつづけられるまち。そ
んなまちづくりヘの跏り組みの一端をご覧く
ださい。≪問合せ先≫

シ ル バ ー ピ ア 等・・・高 齢 洒 福 拑 脚
鉄 道 ・ 沂 交 遵・・・交 通 機 関 対 湎 寥

再 開 発・・・再 関 発 第 一課 ・ 男 二謖
生 涯 学 网 ・・・乍 汢教 育 推 雇 課

※ 生 沛 学 洌の 涓 夲 や セ ミ ナ ー な ど の
お 知 ら せ は 、「あ だ ち 広 報

」
、「A ダ ツ

シ ユ」「コ ミ ュ ニ テi 文 化 ・ ス ポ ー ツ
公 扛 の 苓t 、各 即 区 セ ン タ ー だ よ り　
・地 域 回 覧 を こ 町 く だ さ い 。

以 ト は い す れ も 本T 勿( 千 住)
3882- 1111 ㈹

商 店 街 活性 叱 等・・・竃 業 振 興 頡 ・申　
リ1ぷ 町 庁 舎　38805191

㈱ 足 立陷 廿 活 性 化 セ ン タ ー
52447373

リ サ イ ク ル … リ サ イ ク ル 推 進 謬
( 巾 火 ぷ・j i i 舎) 　　38&15211

下 水 道・・・ 下水 道 課 中 央 本 町 庁 沁　
3880 ―5271

ボ ラ ン テ ィ ア・・・西 崚 瀕 ポ ラ ン テ イ

ア セ ン タ ー　　　　　3880 ―85111

おめでとう
がんばったね

平成4 年度第1 回足立区児童・生徒褒賞

区
で
は

、
文
化
活
動
や
体

育
活
助
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
収
め
た
り

。
特
に
た
た
え

烏

る
善
行
を
吁
っ
た
区
内

の
小
・
中
学
生
に
対
し

、
褒

寅
を
行
っ
て
い
ま
す

。
今
年

度
も

、
次
の

小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
が

、
区
長
褒
賞
を
受

賞
し
ま
し
た

。(
敬
称
略
)

□

小

学

生

・
個

人

の

部
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(
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小
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・
押
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第
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)
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9
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世

界
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別
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・
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学
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年

ま

で

第
3

位
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齊
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子
(

鹿
浜

小
)

・
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同

柳

皿
レ

ー

ス
2
0

イ

ン

チ

女
子

小

学
4

年

以

下

第
3

位
/

山

本

真
紀
(

西

伊
興

小
)

・・・
同

柳

凧

レ

ー

ス
2
0

イ
ン

チ

女

子

小

学
5

・
6

年

第
2

位
/

前

田

昭

鮠

(
西

伊

興

小
丁

・
同

第
3

位
/

滝
田

希

穂
(

西

伊

興

小
)

・・・

同

優
勝

□

中

学

生

・
個

人

の

部

本
田
貴
信
(
第
一
中
T
値

物
画
コ
ン
ク
ー
ル
小
・
中
学

生
の
部
国
立
科
学
博
物
館
長

賞
/
山
幸
(
花
保
中
)
・
阿
部

由
美
子
(
伊
興
中
)
・
・
・
9
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世
界

年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
種
大
会
1
3
・
1
4
歳
女
子

シ
ン
ク
ロ
ペ
ア
優
勝
/
野
口

朋
恵
(
蒲
原
中
)
・
・
・
同
1
5
～
口

歳
女
子
シ
ン
ク
ロ
ペ
ア
第
3

位
/
斉
藤
裕
子
(
脛
浜
中
)
・
・
・

第
1
5
回
全
日
本
一
輛
ホ
競
技

大
会
指
皿
レ
ー
ス
2
4
イ
ン
チ

女
子
小
中
学
生
優
勝
/
田
崎

元
久
(
第
三
中
)
=
・
第
2
3
回
全

国
中
学
校
柔
道
大
会
男
子
個

人
峨
7
8
加
級
第
3
卮
/
高
橋

正
和
(
第
三
中
)
・
・
・
同
6
5
㎏
褫

第
3
位
/
小
室
宏
二
(
第
三

巾
了
同
5
5
㎏
駁
第
3
位
/

佐
々
木
明
鬯
(
溯
江
中
)
・
田

辺
綾
子
(
第
十
四
中
)
・
和

井
田
茜
(
花
畑
中
)
・
・
・
第
1
5

回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技
大
会
1
3
～

1
4
歳
女
子
槇
哨
フ
リ
ー
リ

レ

ー
第
3

位

□
中

学

生

・

団

体
の

部

第

十

四

中

学

校

水

泳

部
(
4

人
)

…

第
3
2

回

全

国

中

学

校

選
抜

水

泳

競

技
大

会

男
子

総

会
優

勝
/

第

四
中

学

佼

男

子

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

部
(
1
3

人
)

・・・
第
2
2

回

全

日

本
中

学

佼

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

避

手
権

大

会

第
3

位

A

教

育
委

員

会
V

12月22 日 、千 寿 小 学 校 で 行 わ れ た 褒 賞 式

リサ イクル 活 動を

バックアップ

ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
K

民
・
齔
芻
・
日
政
が

。
体
と

な
っ
て
取
り
糾
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
地
域
で
集
団
川
収

を

始
め
よ
う
と
お

唇
え
の

ガ

は

、
お
気
軽
に
リ
サ
イ
ク
ル

推

進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
集
団
回
収
本
す
で

に
吁
っ

て
い
る
団
休
に
も
、
再
資
飢
阿

収
集
謇
の
紹
介
や
空
き
吊
プ
レ

ス
優
、
資
源
保

管
嗜
(

プ
レ
ハ

ブ
袞
宙
)
、コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集

団
回
収
で

は
回
収
・
処
理
が
雁

し
い
、
哽
川
済
乾
電
池
と
肌

パ

ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
区
民
事
務

所
や
什
区
セ
ン
攵
1

な
ど
約
7
0

力

所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
き

し

、
回
収
し
て
い
ま
す
。

◇
昨
作
1
0
月
か
ら
、
足
立
と
品

川
の
2

区
で

、
啝
亰
都
に
よ
石

資
源
ご
み
(

紙
・
び
ん
・
吊
)

収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん

の
ご
鵬
力

を
お
願
い
し

ま

す
。

ゴ ミ の 減

量

、

リ サ

イ ク ルが 叫 ば れてい

る に も
か か わら ず

、

ゴ ミ の

集

積

所に は 新

聞 紙や 牛 乳 パ

ッ

ク な

どが分別さ
れず大量

に ま じ
っ て い

る のに

は

、

驚

か さ れ ま
す

。

近所
の皆さ ん と相

談 し て

、

集団
回 収 を

はじ
め よ う と話し

て

るんで
す

。

下

水

道

普
及
率
1
0
0
%
を
め
ざ
し
て

10年 前 に 他区か
ら 引 越

してきて

、

驚かさ れ た の

が卜 イ レが水洗で
な い こ

とでし
た

。

今住 んで い る

町
に は

、

下 水 道が
整

備 さ

れ
て い ない の で す

。大 雨が降

っ

た とき も

水 は けが悪く
、

台風の と

き玄 関 に 水 が 入
っ て き ま

した

。

下 水 道の 整 備 を切

に望みます

。

道
路
と
と
も
に
都
占
哂
燧
の

要
と
な
り

、
環
境
、
衛
生
、
防

災
面
か
ら

も
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ

な
い
の

が
ド
水
逎
で

す
。下

水
逎
整
備
は
都
の
伊
業
で

す
か
、
区
で
は
、
一
日
も
早
い

唇
及
率
1
0
0
%
を
め
ざ
し
、
工
李

の
一
雛
を
S
か
ら
受
託
し
て
事
7

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

甲
成
4
甲
3
月
末
現
仕

の
普
及
率
は
8
2
%
。
2
3
区

で
は
、
ま
だ
聚
下
回
で
す

が
、
昭
和
4
9
鄒
当
時
は
1
3

%
、
6
1
年
で
も
5
割
に
偽

た
な
い
1
6
%
だ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
目

覚
ま
し

い
a

及
状
況
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

そ
し
て

い
よ
い
よ
、
平

成
6

年
度
丈
に
は

、
侍
甲

の
全
区
普
及
か
お
お
む
ね

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中 川 処 理 場

ご 協カ よろ し く

お願い し
ま す

こ

れ
か
ら
の
ま

ち
づ

く
り

は
、
X
と
区
民
の
皆
さ
ん
が
共

口
で

進
め
て
行
く
こ
と
か
必
要

で
す
。
昏
さ
ん
の
声
ぷ
藺
き
、

そ
し
て

穆
加
し
て
も
う
つ
。
区

で
は
、
そ
ん
な
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
も
皿
め
て
い
ま
す
。

今

年
6

月

に

は

、

「
第

三

次

孤
客

計

画

」

か

で

さ
上

が

り

、
よ

り

具

体

的
な

ま

ち

づ

く

り

の

進
め

方

が

見

え

て

き

ま
す

。

ま

さ

に
今
が
、
別
世
紀
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
と
き
で

す
。

私

、
役
所
丸
ひ
ろ
子
も
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
ガ
ン
パ
レ
テ
い

き
ま
す
。

ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

ま

す
。
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福

祉

障害者世帯・
ひとり親世帯の方へ
住み替え家賃助成が
受けられます

区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
住

ん
で
い
る
障
害
者
が
い
る
世
帯

お
よ
び
ひ
と
り
親
世
帯
の
方

は
、
取
り
壊
し
に
よ
り
立
ち
退

き
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
転
居

後
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
等

の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

対
象
世
帯

次
の
要
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
方

▽
浚
に
定
め
る
障
害
者
世
帯

ま
た
は
ひ
と
り
親
世
帯

▽

区
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
V

生
活
保
護
を
受
け

て
い
な
い

▽
所
得
基
準
額

の
範
囲
内
の
所
得
で
あ
る

(表
1
)

▽
経
済
的
に
独

立
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る

▽
取
り
壊
し
に
関
す
る
家
主

の
証
明
が
提
出
で
き
る

障
害
者
世
帯
身
体
障
害
者
手
　

帳
1
～
4
級
、
ま
た
は
愛
の

手
帳
1
～
3
度
の
交
付
を
受
　

け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

ひ
と
り
親
世
帯

次
に
該
当
す

る
1
8
歳
未
満
(
1
8
歳
に
な
っ

た
年
の
年
度
末
ま
で
)

の
児

童
と
そ
の
父
ま
た
は
毋

、
養

育
者
だ
け
で
構
成
し
て
い
る

世
帯

▽
父
ほ
が
離
婚

▽

父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽
父

ま
た
は
賍
が
生
死
不
明

▽

父
ま
た
は
ほ
に
1

年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
た

は
毋
が
法
令
で
1

年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
が
い

な
い
(

呀
が
婚
姻
に
よ
ら
ず

懐
胎
し
た
児
童
で
父
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
)

助
成
内
容

▽
家
賃
…

『
転
居

後
家
賃

』と
「
家
賃
助
成
基
準

額
(
表
2
)

」
と
を
比
較
し
て

少
な
い
方
の
額
と

「
転
居
前

家
賃

」
の
差
額

▽
転
居
一

時
金
…
転
居
時
に
要
し
た
権

利
金

、
礼
金
、
仲
介
手
数
料

(
転
居
一
時
金
助
成
基
準
額

の
範
囲
内
・・・
表
3
)

▽
契

約
更
新
料
…
家
賃
助
成
を
受

け
て
い
る
方
の
契
約
更
新
時

に
か
か
る
費
用
(

家
賃
助
成

基
準
額
の
2

倍
を
限
度
)

申
請
に
必
要
な
も
の
(

転
居
前

に
申
請
が
必
要
で
す
)

▽

転
居
前
住
宅
の
賃
貸
契
約
書

お
よ
び
家
賃
の
領
収
吽
写
し

▽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
関
す

る
家
主
の
証
明
鏘

▽
前
年

(
1
月
～
7

月
に
つ
い
て
は

前
々
年
)
の
所
得
を
証
明
す

る
書
類

▽
印
か
ん

▽
障

害
者
世
帯
の
方
・・・
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
　

▽
ひ
と
り
観
世
帯
の
方
・・・
戸

籍
謄
本
1

通
(

申
請
者
と
児

童
が
同
戸
籍
に
な
い
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
1

通
ず
つ
)
、ま
た

は
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
証

申
込
・
問
合
せ
先

▽
障
害
者

世
帯
の
方
…
本
庁
舎
♀

住
)
　

・
障
害
福
祉
係

▽
ひ
と
り

親
世
帯
の
方
…
本
庁
舎

♀

住
)

・
児
童
助
成
係

表1　 所 得 基 準 額

※ 8 月1 日 か ら 所 得 基 準 額 が 改 定 さ れ ま し た

表2　家賃助成基準額

表3　転居一時金助成基準額

老
人
保
健
法
医
療

受
給
者
証
の
更
新

次
の
方
は
、
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
受
給
者
証
が
、
2
月
1

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

対
象

お
手
持
ち
の
医
療
受
給

者
証
の
有
効
期
間
が
平
成
5
　

年
1
月
3
1日
(
昭
和
6
8年
1

日
3
1日
)
ま
で
の
方

氷
対
象
者
に
は
、
新
し
い
医
療

受
給
者
証
を
1
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
煮
千
住
)
。

高
齢
者
医
療
係

心
身
障
害
者
(
児
)

の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

補
装
H
'

就
職
な
ど
の
相
談

は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。な
お
、
手
帳
交
付
の
相
談

は
、
各
福
祉
事
務
所
(
表
4
)
で

常
時
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
2
月
2
4
日
(
水
)
、
午
後
　

1
時～
5
時
(
受
付
は
午
後
　

3
時
ま
で
)

場
所

竹
の
罹
障
害
福
祉
館

寮
当
日
、
車
で
の
来
場
は
、
で

き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員
1
0
0
人
(

先
着
順
)

申
込
方
法
・
`
話
ま
た
は
直
接
　

福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
予
約

受
付
期
間
1
月
2
6
日～
2
月
　

1
日
(

土
・
日
を
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
福

祉
事
務
所
の
障
害
者
援
護
係

表4　 福祉事務所一覧 乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
育
成
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
す
こ

や
か
な
威
長
の
た
め
に
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(

西
新
井
本
町

4
よ
J
1
2
3
)

…
毎
週
月
・

木
曜
日

S
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
　

2
9
-
6
)
・
:
毎
週
水
・
金
曜
　

豐
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
I
　

1
1
0
)
・
・
・
毎
週
火
・
土
曜
日
　

さ
(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

・
児
童
助
成
係

高齢者在宅
サービスセンター

4 月からの利用者募集

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ね
た
き
り
や
虚
弱
な
高
齢
者
が

自
宅
で
豊
か
に
充
実
し
た
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
専
門
的
な
指
導
お
よ
び
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
事
業

デ
イ
ホ
ー
ム
、
機

能
訓
練
、
痴
呆
性
高
齢
者
デ

イ
ホ
ー
ム

利
用
期
間
・
対
象
・
定
員
・
費
用

表
5
お
よ
び
喪
6
の
と
お
り

※
管
轄
地
域
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
た
だ

し

、
痴
呆
性
高
齢
者
デ
ィ
ホ
ー

ム
事
業
は

、
国
道
4
号
線
の
東

側
を
「
さ
の

」、
西
側
を
「
扇
」が

担
当
し
ま
す
。

申
込
方
法

直
接
窓
口

申
込
期
限
2

月
1
0日

來
入
浴
サ
ー
ビ
ス

、シ
ョ
ー
ト
ー

ミ
ド
ル
ス
テ
イ
(

痴
呆
性
高
齢

者
を
含
む
)

は

、
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
高
齢
者
福
祉
係

表5　 高齢者在宅サービ スセンタ ー

表6　高齢者在宅サービスセンター利用募集事業

催
し
物

都
市
型
工
業

フ
ォ
ー
ラ
ム

足
立
、
北
、
荒
川
、
板
橋
の
4

区
の
中
小
企
業
に
よ
る
モ
ノ

づ
く
り
と
工
業
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
講
演
で
す
。

日
程
2

月
9
・
m一
日

場
所

板
橋
区
立
文
化
会
館

(地
下
鉄
三
田
線
板
橋
区
役

所
前
下
車
徒
歩
5
分
)

内
容

▽
2
月
9
日
、
午
後
2
　

時
・
:基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら

の
1
0年
1

日
本
経
済
の
構

想
」
(
評
論
家
・
田
中
直
毅

氏
)
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
「
今
、
都
市
型
工
業
の

新
し
い
う
ね
り
」
(日
経
ビ
ジ

ネ
ス
編
集
長

。関
山
豊
成

氏
)
ほ
か

▽
2
月
m一
日
、午

前
1
0時
3
0分
・
:
「
大
学
生
が

発
見
!
新
し
い
都
市
の
エ

業
≒
工
夫
で
実
現
!
工
場
環

境
の
快
適
さ
」『
中
小
企
業
だ

か
ら
で
き
る
独
自
の
マ
ー
ヶ

ツ
ト
≒
モ
ノ
に
こ
だ
わ
ら
な

の
モ
ノ
つ
く
り
』「
技
術
革
新

の
担
い
手
は
だ
れ
か
≒
中
小

企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
異

業
種
交
流
の
成
果
発
表
」

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

工
業
振
興
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
っ
て

だ
れ
の
問
題
?

「
障
害
」へ
の
正
し
い
認
識

と
理
解
を
深
め
、
地
域
社
会
と

の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
月
2
7
日
(
水
)
、午
後
　

1
時
～
3
時

対
象

興
味
・
関
心
の
あ
る
方

講
師

大
竹
邦
明
氏
(
都
立
心

身
障
害
者
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
医
師
)

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

※
保
育
室
が
あ
り
ま
す
。
小
さ

い
お
子
さ
ん
の
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
2
の

訂
正
と
お
わ
び

昨
年
8
月
に
発
行
し
た

「
リ
ブ

ー
イ
ン
麗
(

わ
た

し
の
便
利
帳
)
」に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た

。

「
リ
ブ

ー
イ
ン
犯

」
1
1
3

ペ
ー
ジ
の
私
立
幼
稚
園
名

で

、
梅
田
小
嗚
は
梅
田
小

鳩
に
、
足
立
白
う
め
(

宮

城
一
丁
目
)

は
足
立
白
百

合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ま
す

。

〈
広
報
課
V

葛
飾
区
亀
有
東
自
転
車
駐
車
場
(
仮
称
)

定
期
利
用
申
し
込
み
の
ご
案
内

4
月
1
日
か
ら
、
亀
有
東

高
架
下
自
転
車
置
場
が
、
定

期
利
用
の
自
転
車
駐
車
場

(左
図
)
に
な
り
ま
す
。

定
期
利
用
で
き
る
方

葛
飾

区
内
ま
た
は
足
立
区
内
に

お
住
ま
い
で
、
次
の
要
件

を
満
た
す
方

▽
自
宅
か

ら
亀
有
駅
ま
で
の
距
離

が
、
直
線
で
8
0
0
S以上
離

れ
て
い
る

▽
自
宅
か
ら

亀
有
駅
ま
で
の
往
復
に
自

転
車
を
利
用

す
る

定
期
利
用
料
(

予
定
)

▽
1
　

階
・
:
1
ヵ
月

千
8
0
0円

、3
　

ヵ
月
4

千
沺

円

▽
2
階

・
:
1
ヵ
月
千

5
0
0円

、3

ヵ

月
3
千
7
0
0円

申
込
方
法

往

復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

、

電
話
番
号
お
よ
び
希
望
す

る
階
数
(
I

階
ま
た
は
2
　

階
)
を
明
記

申
込
期
限
2

月
1
5
日
消
印

有
効

※
申
し
込
み

多
数
の
場
合

は
、
住
居
が
駅
か
ら
遠
い
方

か
ら
順
に
承
認
し
ま
す

。
結

果
は

、3

月
中
旬
ご
ろ
お
知

ら
せ
し
ま
す

。

申
込
先

蒭
飾
区
役
所
環
境

課

〒
1
2
4
Q飾
区
立
石
5
　
j
1
3
1
1

問
合
せ
先

▽
葛
飾
区
役
所

環
境
課

昔
(
3
6
9
5
)
　
1
1
1
1

▽
中
央
本
町

庁
舎
・
自
転
車
対
策
係
　

き
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

亀有東自転 車駐車場( 仮称)

掲
示
板

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
扇
」職
員
募
集

採
用
年
月
日
4

月
1

日

募
集
職
種

▽
看
護
婦
・
調

理
纐
・
:
い
ず
れ
も
若
干
名

▽
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
・
:
各
1
人

対
象

▽
看
護
婦
・・
4
0
歳
位

ま
で
の
方

▽
そ
の
他
の

職
種
・
:
3
5歳
位
ま
で
の
方

給
与

法
人
給
与
規
定
に
基

づ
き
支
給
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福

祉
法
人

聖
風
会

S
(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

・
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
期
間
2
月
―
囗
～
4
　

月
3
0日
(
士
・
日
・
祝
日

を
除
く
)

勤
務
時
間

午
前
9
時
～
午

後
4
時
3
0分

対
象

高
校
生
以
上
の
男
女

寮
勤
務
期
間
は
相
談
可

動
務
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

▽
足
立
税
務
署
総
務
課
　

昔
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2
　

▽
西
新
井
税
務
署
総
務
課
　
?

3
8
4
0
)
1
1
1
1

・
償
却
資
産
の
申
告
の
お
知

ら
せ固

定
資
産
税
は
、
土
地
や

家
屋
の
ほ
か
に
事
業
用
の
償

却
資
産
に
も
か
か
り
ま
す
。

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
そ
の
所
有
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
都
税
事
務
所
に
2

月
1
日
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
税
金
は
、
個

人
事
業
税
と
同
様
に
口
座
振

詩
納
税
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務

所
`
l
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

文 化 財
防火デー
1 月26日

法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損

し
た
の
が
昭
和
2
4年
1
月
2
6

日
。
こ
れ
に
か
な
み
、
毎
年
1

月
2
6日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
文
化
財
周
辺
で

の
た
き
火
や
喫
煙
な
ど
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
郷
土
博
物
館
V
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年

金

2

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や
様
々
な
心
配
事

に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の

担
当
官
が
答
え
ま
す
。

日
時
2

月
3
日
(
水
)
、
午
前

1
0時
I
午
浚
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

※「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

保

険

就
職
・
退
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
を

・
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
な
方

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
等
に

就
職
し
て
新
た
に
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
り
、
そ
の
扶

養
家
族
に
な
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
動
的
に
は
切
り
替

わ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
や
め
る
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

マ
勤

め
先
の
健
康
保
険
証

▽
国

民
健
康
保
険
証

▽
届
出
大

の
印
か
ん

4
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
、
お

よ
び
そ
の
扶
震
家
族
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
職

場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
書
(
資
格
喪
失
証
明
書
、

退
職
証
明
書
、
ま
た
は
離
職

票
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
)

▽
届
出

人
の
印
か
ん

▽
届
出
人
の

住
所
、
氏
名
が
厦
認
で
き
る

も
の
(
運
転
免
許
証
等
。
た

だ
し
、
代
理
人
の
場
合
は
不

要
)

▽
家
族
が
既
に
国
民

保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

は
、
国
民
健
康
保
険
証

▽

7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年

金
お
よ
び
共
済
年
金
受
給
者

は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知
書

※
届
出
大
が
代
理
人
(
本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
や
、
住
所
、
氏
名
が
確

認
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
証

は
後
日
郵
送
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
各
区
民
鄒
務
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係き
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

第
9

期

緑
の
協
力
員

緑
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

区
で
は
、地
域
で
の
緑
化
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
i
「緑
の

協
力
員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
▽
緑
に
深
い
関
心
　

を
も
ち
、区
の
緑
化
施
策
に
　

積
極
的
に
S
力
で
き
る
方
　

▽
2
0
歳
以
上
で
、区
内
に
引
　

き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
　

い
る
方
▽
国
お
よ
び
地
方
　

公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
方
　

▽
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
　

お
よ
び
議
会
の
同
意
な
ど
を
　

必
要
と
す
る
職
に
な
い
方

※
緑
に
関
す
る
知
識
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。緑
の
好
き
な
方

は
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
▽
区
の
緑
化
事
　

業
へ
の
積
極
的
な
参
加
▽
　

巨
木
等
の
調
査
、報
告
書
の
　

提
出
▽
緑
の
協
力
員
便
り
　

「ま
ち
に
緑
を
」の
発
行
(
年
　

2
同
)
▽
連
絡
会
議
へ
の
　

出
席
呈
に
平
日
の
昼
間
)

任
期
4
月
1
日
～
平
成
7
年
　

3
月
3
1日

定
員
2
5
人

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
性
別
、
職
業
お
よ
び
や

っ
て
み
た
い
活
動
を
明
記

応
募
期
限
2

月
2
0日
消
印
有

効
応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
緑
化
係

〒
1
2
0
千
住
1
1
4
1
1
8

フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
不
用
品
や
不
使
用
品
を

。リ
サ
イ
ク
ル
″
。
あ
な
た
も
1

日
オ
ー
ナ
ー
(
店
主
)
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
2

月
2
1日
(
日
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時

場
所

綾
瀬
小
学
校
体
育
館

寮
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

(専
業
お
よ
び
副
業
と
し
て

い
る
方
は
不
可
)

募
集
区
画
5
5
区
圃
(
先
着

順
)
。
I
人
1
区
画
(
2
a
x
　
　
2
a
)

ま
で
で
、
手
持
ち
出

店
に
隕
り
ま
す

販
売
で
き
な
い
も
の

薬
品
や

食
品
。
動
物
、
お
よ
び
品
質

を
保
証
で
き
な
い
も
の

出
店
料

無
料

申
込
方
法
1

月
2
5日
の
午
前

9
時
か
ら
、
直
接
窓
口
ま
た

は
電
話
で
受
付

柬
搬
入
の
時
間
等
は
、
受
付
時

に
指
定
。
指
定
さ
れ
た
時
間
以

外
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
、
敷
物
と
ス
リ
ッ
パ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

む
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

お
し
ら
せ

舎人・入谷地区
の 皆 さ ん へ

「住居表示」を行います

区
で
は
、
便
利
で
分
り
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
新
し

い

「
庄
居
表
示

」
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す

。

こ
れ
ま
で
に

、
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で

、
区

内
の
9
3
%
の
区
域
で
住
居
表
示

を
行
い
ま
し
た

。

今
回
は
、
舎
人
・
入
谷
地
区

で

、
次
の
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
(
下
図
参
照
)
。

第
3
8
次
住
居
表
示
対
象
地
区
　

▽
町
区
域
を
新
設
す
る
地
区

・
:
「
入
谷
一
丁
目

」「
入
谷
二

丁
目

」
(入
谷
町
、
舎
人
一
丁

目
、
舎
人
五
丁
目
の
各
一
部

お
よ
び
舎
人
町
の
一
部
)

▽

町
区
域
の
一
部
変
更
地
区
・・・

舎
人
一
丁
目

、舎
人
五
丁
目

、

舎
人
二
丁
目
の
う
ち
放
射
H
　

号
線
西
側
部
分
(

舎
人
五
丁

目
に
編
入
し
て
住
居
表
示
)
　

マ
現
町
区
域
の
ま
ま
住
居
表

示
を
行
う
地
区
・
:
舎
人
四
丁

目以
上
の
地
域
の
実
態
調
査
を

行
い
ま
す
の
で

、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。
こ
の
調
査
は

、

建
物
の
形

、
玄
関
や
入
口
の
位

置

。
世
帯
主
名
(
法
人
を
含
む
)

な
ど
を
調
べ
る
た
め

、期
間
中

、

区
役
所
の
腕
章
を
つ
け
た
調
査

員
(
専
門
業
者
)
が
伺
い
ま
す
。

調
査
期
間
1
月
中
旬
～
3
月

ま
で

新
住
居
番
号
の
通
知
(
予
定
)
　
6

月
3
0日

実
施
日
(
予
定
)
8

月
1
日

甕
っ
回
、
住
居
表
示
を
行
わ
な

い
舎
人
・
入
谷
地
区
に
つ
い
て

は
、
古
千
谷
地
区
と
一
緒
に
行

う
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

区
民
課
住
居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

住居表示実施前住居表示実施後

バ
ス
停
留
所

を

新

設

1
月
H
日
か
ら
東
武
バ
ス
の

路
線
系
統
(
亀
有
駅
北
口
～
足

立
郷
土
博
物
館
上
(
ツ
木
都

住
)
に
、
バ
ス
停
留
所
「
中
川

小
学
校
前
」
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
東
武
バ
ス
・
葛

飾
営
業
所
a
(
5
6
9
9
)
　
1
3
1
0

▽
本
庁
舎

♀

住
)
・
交
通
機
関
対
策
室

4 月分の利用案内
● 伊豆高原あだち荘
● 湯河原あだち荘
● 日光林間学園
● 鹿沼野外レクリエー
ションセンター

申
込
方
法

各
公
社
施
設
(

表

了
)
で
販
売
し
て
い
る
所
定

の
申
し
込
み
(

ガ
キ
(
4
0
円
)

に
、利
用
施
設
名

、利
用
希
望

月
日
(
第
3

希
望
ま
で
可

。休

館
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
)
　

等
の
必
要
事
項
を
記
入
し

、

各
公
社
施
設
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に

限
り
ま
す
)

※
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
(

ガ
キ
申
し
込

み
は
、宿
泊
棟
の
み
で
す

。

バ
ン
ガ
ロ
ー
、常
設
テ
ン

ト

、
幕
営
地
は
4

月
ま
で

閉
設
と
な
り
、
利
用
で
き

ま
せ
ん

。

申
込
期
間
2
月
1
日
～
　

1
0日
必
着

抽
選

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

当
選
・
落
選
を
決
定

。

結
果
は
2

月
下
旬
に
返

信
(
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

。

受
付
当
選
者
は
、3
月
1
日
　
～

1
1日
ま
で
に
各
公
社
施
設

(
表
7
)

で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

。
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱

い
に
な
り
ま
す

。

空
き
室
の

利

用

法

▽
抽
選
後
の
空
孝
堅
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

2
金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
。
各
公
社
施
設

(表
7
)
で
も
直
接
受
け
付

け
し
ま
す
。

▽
電
話
予
約
は
、
利
用
月
の
前

月
の
第
3
金
曜
日
か
ら
、
各

公
社
施
設
(
表
7
)
で
受
け

付
け
ま
す
。

▽
1
月
分
の
空
き
室
利
用
は
、

各
公
社
施
設
(
表
7
)
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

3
月
分
は
、
窓
口
・
:
2月
1
2
　

日
か
ら
、
電
話
…
2
月
1
9日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
予
約
後
、
3
日
以
内
に
お
近

く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い

に
な
り
ま
す
。

※
施
設
利
用
の
申
し
込
み
は
、

利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
き
ま

す
。

表7　公社施設一覧表 表8　各施設利用案内

発
売
中
!
3
0
0

円

足
立
区
文
化
財
調
査
報
告
書

寺
社
編
(

柳
原
稲
荷
神
社
)

賚
獸
な
拝
殿
内
部
の
献
納

物
の
写
真
を
巻
頭
に
、
関
連

地
誌
、
古
図
、
文
鏘
等
の
調

査
結
果
の
ほ
か
、
付
録
と
し

て
富
士
講
資
料
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

販
売
場
所

本
庁
舎
♀
住
)

お
よ
び
中
央
本
町
庁
舎
・

情
報
公
開
課
、
郷
土
博
物

館
問
合
せ
先

郷
土
博
物
館
　

酋
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3
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入賞作品発表 第1 回水と緑の
写真コンクール

た
く
さ
ん

の
こ
に
募
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。
次
の
方

の
作
品
が
入

賞
し
ま
し

た
。

(敬
称
陷
)

▽
晨
優
秀
賁

栗
原
溥
成

「
初
秋
の

干
草
園
」

∵
優
秀
賁
　

奥
田
利
恵

了

「
西

樹
气
渋
谷
成
夫
吊
上
が
り

の
公
園
」、和
出
光
犬
「
初
夏

の
せ
せ
ら
ぎ
」

▽
入
選

石
井
宏
美
「
ラ
ジ
オ

体
操
」、石
川
公
三
郎
「
水
遊

び
」、小
野
囗
文
三
「
秋
の
気

配
J
'
清
水
真
澄
「
ア
ッ
ト
、

シ
マ
ッ
タ
」、千
葉
昭
典
「
夏

池

」
、
水
沢
国
尨
「
花
ま
つ

り

」、
松
井
美
代
子
「
花
咲
く

公
園

」、
傴
谷
武
三
朗
「
春
爛

漫
(

ら
ん
ま
ん
)
一
、
山
ド
勝

利
「
印
象

」、
山
田
申
一
「
休

日
の
公
園
に
て

」

ほ
か
佳
作
2
0
点

。

第
1

回

足

立

区

水
と
緑
の
写
真
展

第
2
0回
足
立
区
中
学
生

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
展

{
水
と
緑
の
町
真
コ
ン
ク
ー

ル
}
と
「
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
の

展
覧
会
を
同
時
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
1

月
2
8日
ま
で
(
2
6日

休
館
)

時
間

午
前
1
0時
～
午

後
6
時
、
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で

場
所

西
新
井
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ

4
階
)

問
合
せ
先

水
と
緑
の

公
社

豐
(
3
8
3
　
8
)
8
1
2
6

「初秋の干草園」

最
優
秀
賞
　
栗
原
博
成
さ
ん

綾
瀬
川
見
学
会

―
河
川
汚
濁
を
考
え
る
―

1
2年
連
続
で
d

本
で
一
番

汚
れ
た
川
を
な
っ
た
綾
瀬
川
。

そ
の
源
流
ま
で
た
ど
り
な
が

ら
、
私
た
ち
の
生
活
と
水
叫
汚

濁
な
ど
環
境
問
題
を
考
え
る
バ

ス
の
旅
を
呀
い
ま
す
。

日
時
2

月
9
囗
(
さ

、午
前

9
時
3
0分
I
午
吸
4
時
3
0分

定
員
4
5
人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
昼
食
代
千
円
は

自
己
鉤
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
賤

年

齢
、「
綾
願
川
見
学
会
希
望
'

と
明
記

申
込
期
限
2

月
1
日
必
裼

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑
の

公
社
計
画
課

〒
ほ
綾
瀬
2
　
1
3
0
1
6

昔
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

ご 協力く ださ い

女性問題に関す
る意識実態調査

2
月
1
日
か
ら
1
0日
ま
で
、

女
性
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ヶ
I

ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
区
の
女
性
行
政
推
進
の

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
1
8

歳
以
上
3
0歳
未
満
の
方
3
千
人

を
抽
出
し
、
調
査
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

調
査
書
が
届
い
た
方
に
は
、

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

し
な
お
、
調
査
卉
は
集
計
結
梁

だ
け
を
活
用
し
、
個
人
の
ご
意

見
を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

女
性
絎
合
セ
ン
タ

la
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

情 報 コ ー ナ ー

郷土博物館企画展

雑誌になった紙芝居
―絵物語の世界―

子どもの碓誌の終戦直後のベス
ト セラ ーに永松ぼ 夫「黄金 バッ
ト厶 山川惣冶 「少年王 者」、小松
崎茂「地球SOS 」があげられま
す。それらは、誌上に紙芝居の形
式を持ち込んだF 絵物語」と呼ば
れました。
郷土博物館では、足立区島根に

住んだ永松健夫をはじめ、L 記3
人の作品を中心に展観し ます。
戦後の子どもたちに萼を 与えた

「絵物語の世界」をお楽し みくださ
い。
会期3 月7 日旧) まで
開館時間午前9時～午後5時
入館料 大人200円 、小・中学 生
1C) 0円

場所・問合せ先 郷土↑偉物館
c3620 ―9393

足立区・豊島区ジョイントイベント

響きあうネットワーキング 共に学び 、創り、生きる
社 会 を め ざ し て

多様な個性を尊徼し、認め白う
共生社会の創造をめざし、「地域父
性史・国際化・男性問題」を切り
囗に、足立区・豊島区ジョイント
イベントを閧催します。次代を越
え、国を越え、性別を越えたネッ
トワークの形成をめざすイベント
にあ なたも参加してみませんか。
男性の参加も大歓迎です。
日時2月7日( 日) 、午前10時～　
午後5 時( 5 時30分から交流会)

場所 エポック10( 豊島区立男女
平等推進センター)

内容
・1伺 題提起 「私たちにとって現
代とはj 佐藤洋子氏( エポック
10所長、ジ ャーナリスト)
( 2汾 科会と助忿者
①世代をつなげる地域 女性 史、

亀田 温子氏( 十文字短期大学
助教授)

②国境を越え てつながろう、斉
藤信夫氏( J YVA ボランテ
ィア情報活動センター)

③変わろうする男たち、宮淑子
氏( フリージャーナリスト) 　( 3)
シンポジウム 「共に学び、共

に創り、共に生きるとは」
( 4)交流会
定員150 人( 先着順)
費用 無料( ただし交流会参加者
は実費負担500円)

申込方法 電話予約
保育 イベント の間、3 歳から学
齢前まで のお子さ んをお預かり
し ます。 事前申込が必要です。

申 込・問合せ先 女性総合センタ
ー03880 ―5222

消 費 者 講 座
化 学 物 質 と

私たちの健康

身近にある食品添加物や残留農
薬は、私たちにどのような彫響が
あ るのでし ょうか。アレ ルギーや
神経毒性に 関す る賢重な 報告で
す。
日時・内容 上表のとおり
定員70 人( 先着順)
費用 無料
申 込方法 電話予約
場所・申込・問合せ先 消費者セ
ンタ ーS3880 ―5385

消費者 講座日程表

青少年指導 者
養成セミナー

声少年指導者の皆さんにすぐ 役
立つ。さまざ まなレクリエーショ
ン実技の実 際と指 導法を 学び ま
す。
日時・内容 下表のとおり
場所 エル・ソフィア
対象16 歳以上の青少年育成活動
に携わっている方

申込方法 電話、またはハガキに
住所、氏名(フリガナ) 、電話番号、
所属団体名、生年月日を明記

申込期限2 月10日
申込・問合せ先 彖庁舎( 手ロミ)・
少年育成係 〒120 千仕1- 4　- 18153882

―】】11{怐

青少年指導者養成セミナー 日程表

※ いずれも火曜日、 午後7 時～9 時。

女と男のフリースペース

映 像 とト ー ク によ る

韓 国 女 性 の 労 働

韓国初の女性映圃製作グ ループ
「バリト 」製作の映画と、「バリト」
の中心メンバーのビョン ・ヨンジ
ュさ んのトークのつどいを開催し
ます。上映作Ξ品は働く女性をテー
マとした「花の名前」とソウルの
託児所のド キュメンタリ ーr ウリ
ネ アイド ル』の2 本です。
映画製作や韓国の女性問題に関

心のある方、ぜひご参加ください。
日時2月9日( 火) 、午汝6時30　
分～9時

費用 無料
申込方法 電話、ハガキまたは直
接窓口

場所・申込・問合せ先 女性絎合
センタ ー 〒123 梅田7- 33- 　103880

―5222

男と女の料理教室
家事は女性だけの仕事ではあり
ません。生活的に自立した男性を
めざし、料理づくりに まずチャレ
ンジしてみませんか。女性も大歓
迎です。料理の基礎を学び、料理
つくりの楽しさをごー・一緒に味わい
ましょう。
日時2月17日～3月17臼の毎週　
j 91日、午t髪6E縟30分～81脚30　
分 〔全5 回〕

対象 区内在住・在動・在学の方
定員 匐人( 抽選)
費用 材料費4, 000円( 5 回分)
申込方法 往復ハガ キに住所、氏
名( フリガナ) 、年齢、職業、電
話番号、希望理由、「男と女の料
理教室」と明記

申込期限2 月8 日必儡
場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンター 〒123梅田7―33―1

03880 ―5222

第45回足立区民体育大会

スケート 大会
日時2月16日( 火) 、午後6時～　
8 時、予備日18日( 木)

場所 すいすいらんど綾瀬
内容 スプ ーン・レ ースなどだれ
にでもできる水上ゲーム
対象 区内在住・在勤・在学の方
定員2CX 〕人( 先善順)
参加費 無料( ただし、貸靴料300　
円)
申込・問合せ先 区スケ ート連盟
長谷部03881 ―9065

印刷・デザイン講習会
日時2月5日( 金) 、午後7時～　
9 時

場所 勤労 福祉会館
対象 印刷業に携わる方お よび関
心のあ る方

内容DTP( 電子編集機) の操
作の講演と実演。文字と圃像と
図形( モ ノクロ) を統自した入

出力の方法と手順など
講師 森川英二郎氏〔( 株) モト ヤ
取締役企画室長〕、山田清史氏、
秋山千広氏、藤野明久氏( いず
れも同社プログラマー)

定員100 人( 先着順)
申 込方法 電話予約
※ 駐 車場がありませんので、自 動
市でのご来場はご遠慮ください。
申 込・問合せ先 中央本町庁舎・
工業振興係03880 ―5191

区民救急法講習会
日葬寺し>2月27日・3月6日…゛F　
I髪11埒～91痔レ2月28日・3　
月7日…午前9時～午後5時　　
(全4 日間)

場所 勤労福祉会館
対象16 歳以上の区内在住・在勤
・在学の方

講師 日本赤十字 社指導員
定員60 人〔抽選〕
費用910 円( 教材費)
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名( フリガナ) 、生年月日、職業、
電話番号、「救急法希望」と明記

申込期限2 月19日必柵
申込・問合せ先 本舎庁( 千住) 　
・体育振興係 〒120千 住1- 　4- 1803882

―1111㈹

RECYCLEPAPER
―森 林資源を 大切に ―

H. A. N. 240, 000


